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だ 1 巡目であった施設は全体の 43.1％であり、すで


























それぞれの公募方式の割合は 1 巡目 66.9％（101
施設/151 施設）に対して、2 巡目に突入した施設は
69.1％（56 施設/81 施設）となり、わずかに 2.2 ポイ
ントほど高い。1 巡目で公募方式を採用した場合、2
巡目以降も公募方式となるのが一般的である。した



















１巡目 ２巡目 直営 計
ｎ 151 81 118 350
公募方式 157 28.9 16.0 － 44.9
非公募方式 75 14.3 7.1 － 21.4
直営方式 118 － － 33.7 33.7















































































経営と課題，体育の科学 41(5), 362-365． 
 
付記 
本稿は、2009 年 3 月に開催された「公共スポー
ツ施設における指定管理者制度の展望」のセミナ
ーにおいて、筆者がパネルディスカッションの際に、
口頭発表した資料をもとに作成した。 
 
 
 
